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　　Chromosomes　of　two　species　in　Dip1ommatinidae　were　studied．Karyotypes　were　as

follows：

　　n（S）オ08mαgom肋硯8兆　2n＝26：11M＋2SM

　　λ．力ヵ。舳α　　　　　　　2n＝26：12M＋1SM－M

　　The　cenu1ar　DNA　contents　of　two　species　in　Diplommatinidae　were　measured　by　in－

tegrated　optic31density（OPTDI）of　the　nuc1eus　stained　Feulgen　dye．The　nuc1ear　DNA　value

in　n（∫）cゴπmm∫サ。mα肋was5－5pg／dip1oid，and　in　n（S）切me幽5〃mm妙批∫乃mn5ゐwas3．9

P9／diploid．

は　じ　め　に

　ゴマガイ類は林内落葉下に普通にみられる殻高2－5㎜の微小た巻貝で，分類上は腹足綱前

鯉亜綱中腹足目ゴマガイ科に属している．多くは終層の収縮したサナギ形で巻数の少ないふた
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ユ〕をもっている一鼓の形態は地理的変異が大きく，多田（1989）は系統分類ができるためには殻
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　！〕形態のほかの分類学的形質が必要であると指摘した．家山・多田（1991）は細胞分類学的研究

・香川県中部養護学校
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の」環としてゴマガイ類の染色体と核DNA量について調べ，11種の染色体数と15種の核

DNA量を報告した．本研究ではさらに2種の染色体と2種の核DNA量について報告する．

材料と方法

　染色体を調べたソコカドコマガイD奴舳mα肋α（S〃。α）’o∫mαgom励α∫兆Pi1sbry＆

Hirase，1904は1990年8月面河村で採集し，シリブトコマガイル〃αノψom4cαPi1sbry＆

Hirase，1903は1989年n月香川県塩江町で採集した．DNA量を測定したキュウシュウゴマガ

イD伽。mmα物α（S〃m）’αmegα∫〃mm砂m∫肋m∫ゐPi1sbry＆Hirase，1904は1990年10月松山

市青波で採集し，マルクチコマガイD似。mmα舳α（∫〃。α）c伽mm∫’omα切Kuroda＆Abe，

1980は矢野重文氏により1991年11月新宮村で採集された．染色体標本の作成はカルノア固定し

た生殖巣の押しつぶし法によって行い，5％ギムザ染色液で10分染色した．固定前にゴマガイ

をO．01％コルヒチンで湿らせたろ紙上で48時間飼育した．核DNA量の測定には足部の押しつ

ぶし標本を用い，フォイルゲン反応の生成物の吸光度を測定した．また，標本作成時にはカワ

ニナS舳4∫〃。o∫抑α肋e〃mαの足部を同時に押しつぶし，測定の対照とした．加水分解は60

℃1N塩酸で5分行い，染色はO．045％塩酸バラローザニリソで室温60分間した．核の測光に

は546nmフィルターを用いた顕微鏡像をテレビカメラでツァイスコソトロン社のIBAS画像

解析装置に取り込んで行った．吸光度OPTDIは核中の各画素の平均吸光度に核面積を乗じ

て求めた．

表1．ソコカドコマガイn（S）f05mαgom肋α∫みの精原細胞染色体の測定値
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図1，2．ソコカドコマガイn（S）炊例α8om肋側応の精原細胞中期染色体

　　　とその核型（スケールは5μm）

結果と考察

　染色体

　精原細胞の分裂中期染色体の観察からソコカドコマガイ，シリブトコマガイの両種ともに染

色体数は2n＝26だった（図1－4）．表1はソコカドコマガイ7細胞の中期染色体像の核型
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分析を示している．核型は中部付着型染色体11対，次中部付着型染色体2対からたり，総染色

体長は108－88±6－39μmだった．

　表2はシリブトコマガイ6細胞の核型分析を示している．核型は中部付着型染色体12対，次

中部または中部付着型染色体1体からなり，総染色体長は63．61±5．05μmだった一

表2・シリブトコマガイ〃づ〃加ノψmづωの精原細胞中期染色体の測定値
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　ゴマガイ科の染色体数は本研究を含め3属13種について明らかにたり，すべて2n＝26であ

った．核型は染色体の大きさが漸次減少する中部または次中部付着型染色体からなり相同染色

体対の確定は困難であった．核型における明瞭た種間の差はみられず，バンド染色による染色

体対の識別が必要である．2倍体の染色体総長にはイブキコマガイの148．9μmからヒダリマ

キコマガイの53．4μmまで種間の差がかなりみられ，大型の貝ほど染色体総長も大きい傾向

があるが，ソコカドコマガイは殻高3㎜とシコクコマガイやコベルトコマガイより小さくまた，

核DNA量も少ないが染色体総長はイブキゴマについで大きかった．しかし，染色体はコルヒ

チン処理の影響で縮小する傾向があり，平均値の偏差の範囲を考慮すれば他の殻高3㎜の貝と

明かな差があるとはいえない．

　核DNA量
　測光されたマルクチコマガイの476細胞の核の平均面積は26．49±5．19μm2で，核あたりの

平均吸光度0PTDIは379．06±21．89だった．また，キュウシュウゴマガイ1450細胞の核平均

面積は22．73±6．46μm2で，核あたり平均吸光度0PTDIは271．王9±38．63だった．核DNA
　　　　　　　　　　　　ヨ〕量既知種カワニナ（3．6pg）のOPTDI（249．47）から両種の核DNA量を換算すると，マル

クチコマガイの核DNA量は2倍体で5．5土O．3pg，キュウシュウゴマガイでは3－9±O－6pgと

たる．
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図3，4．シリブトコマガイλmあ力ヵ。”cαの精原細胞中期染色体

　　　とその核型（スケールは5μm）

　図5はこれまでに調べられたI7種の0PTDIを示している．核面積は平均値の偏差が大き

く偏差の中に調べられた全ての種が入ってしまうが，核の欠きた種ほど0PTDIも大きい傾

向がみられる．また，殻高も大きいほど0PTDIは大きい傾向がある．しかし南方系と考え

られているキュウシュウゴマガイは核面積のわりには0PTDIの値はやや小さい．また，マ

ルクチコマガイは殻高2㎜の貝であるが，核DNA量は同じく殻高2㎜のタカシマコマガイ，

シリブトコマガイ，ヒダリマキコマガイに比較して欠きた値を示した．逆にゴマガイは殻高3

㎜だがOPTDIは低い値を示している．これらOPTDIの結果はゴマガイ科の種分化を検討

する資料を提供するものと思われるが，系統分類にはさらに多くの近縁種について研究しなけ

ればならたい．
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図5．ゴマガイ科17種の吸光度O内DIと核面積の関係

　Dc　l1養老町産イブキコマガイn｛∫〕ω〃〃枇m
　Dc2：天龍村産イブキコマガイ
　Dct　：オオウエゴマガイnl∫）ω〃〃抑mサmm似づ。α

　Ds　1シコクコマガイn（∫）∫”肋肋m∫応
　Dk　：コベルトコマガイn｛∫）肋わ召肋
　Dtt　1トサコマガイn（∫〕わ∫mα左0∫伽α．

　Dtg　1ソコカドコマガイn　l∫）ま08mα8o〃。あ伽ゐ

　Dto　1オオノゴマガイn（∫）去。∫mαomm∫兆
　Dtk　：クレゴマガイD．｛S）‡0∫舳α肋mOm

　Dg　lノミゴマガイn（∫）座肋em
　Tt　1ヒメトサコマガイn（∫〕fo∫伽em≠o∫maJα
　Ta　：アベゴマガイn（∫〕ま05αm〃ααわ召4

　Dca　：ゴマガイ。D．｛∫）ω∬α

　Dt　：タカシマコマガイn（S）肋肋∫”mm
　Aj　　：シリブトコマガイλ7切わゴψo”ω

　Pp　1ヒダリマキコマガイ月αjα加α似5mα
　Dci　1マルクチコマガイn（∫〕〃mm5オ。mαね

　Dky　1キュウシュウゴマガイn（S）切mgα∫”mm伽〃∫ゐmm5た
　　（黒丸はIeyama＆Tada，1991，白丸は本研究を示す）
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要　　　　　約

　ソコカドコマガイ，シリブトコマガイの染色体数はいずれも2n＝26だった．ソコカドコマ

ガイの染色体総長は108．88±6－39μm，核型は11対の中部付着型と2対の次中部付着型からな

らていた．シリブトコマガイの染色体総長は63，61±5．05μm，核型は12対の中部付着型と1対

の次中部付着型あるいは中部付着型からたっていた1

　マルクチコマガイの核あたりのOPTDIは379．06±21．89で，キュウシュウゴマガイの

0PTDIは271．19±38．63であった．対照としたカワニナの核DNA量から換算すると，両種

の核DNA量はそれぞれ5－5±O－3pg，3－9±O．6pgとたる．
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